


災
害
か
ら
立
ち
上
が
る
と
き
、

「
男
性
だ
か
ら
」「
女
性
だ
か
ら
」「
若
者
だ
か
ら
」

「
高
齢
だ
か
ら
」「
住
民
だ
か
ら
」「
よ
そ
者
だ
か
ら
」
で

で
き
る
・
で
き
な
い
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

「
わ
た
し
」
が
で
き
る
こ
と
・
大
切
だ
と
思
う
こ
と
を
す
る
。

性
差
や
立
場
に
関
係
な
く
多
様
な
動
き
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
、

復
興
の
後
押
し
に
な
り
、

豊
か
な
未
来
づ
く
り
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

で
き
る
ひ
と
が

で
き
る
こ
と
を
。

特
集
テ
ー
マ

災
害
と
多
様
な
視
点

災
害
が
起
き
た
と
き
、
ま
ず
感
じ
る
の
は
無
力

感
。
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
被
害
に
直
面
す
る

と
、
何
も
で
き
な
い
自
分
、
備
え
を
し
て
い
な
か

っ
た
自
分
を
責
め
た
く
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

被
災
を
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
現
地
の
人
を
ど

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
い
の
か
、
自
分
に
で
き
る

の
か
な
ど
、
迷
い
が
生
じ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。し

か
し
、
誰
に
で
も
、
少
し
ず
つ
で
も
で
き
る

こ
と
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
そ
こ
に

多
様
な
視
点
が
あ
る
こ
と
。
復
旧
や
復
興
に
向
け

て
方
針
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
す
が
、

そ
の
地
域
を
よ
く
知
る
人
、
外
か
ら
の
視
点
で
俯

瞰
し
て
見
ら
れ
る
人
、
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
続
け

る
人
、
新
し
く
暮
ら
し
始
め
る
人
な
ど
、
様
々
な

立
場
で
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動

し
て
い
く
こ
と
も
地
域
の
未
来
に
と
っ
て
大
切
な

こ
と
で
す
。

今
回
は
、
２
０
１
９
年
の
東
日
本
豪
雨
を
き

っ
か
け
に
自
伐
型
林
業
を
実
践
し
山
と
地
域
を

守
る
活
動
を
行
っ
て
い
るW

oods&
People

M
A
RU
M
O
RI

代
表
の
刈
田
路
代
さ
ん
と
、
東

日
本
大
震
災
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
南
三
陸
町
を

訪
れ
て
以
来
、
ま
ち
づ
く
り
や
全
国
各
地
の
被
災

地
支
援
な
ど
多
方
面
で
活
動
を
行
う
大
場
黎
亜
さ

ん
に
、
活
動
の
き
っ
か
け
や
続
け
る
理
由
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
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あちこちに津波の痕跡を残す校舎。周囲には豊かな自然
があり、自然との共生を考える機会も提示している。

〈右上〉敷地内に設けた解説パネルとメッセージ。メッセー
ジはかつてあった穏やかな生活を想起させ、見る人の防
災意識にスポットを当てる。〈右下〉校舎の教室棟と屋内
運動場をつないでいた渡り廊下部分。渦を巻いたような
津波が、柱ごとねじ倒したという〈左下〉8.6mの津波に襲
われた大川小学校。凸状に盛り上がった2階の床や波状
痕が残る天井から、すさまじい津波の威力が伝わる。

施設❸

石巻市震災遺構大川小学校
□津波被害を知る □証言を聞く 
□復興を感じる □アートを見る

宮城県牡鹿郡女川町海岸通り1（女川
町海岸広場内） 0225-54-3131（女川町産
業振興課） 終日見学可能 なし 入場料
無料 https://www.town.onagawa.miyagi.jp/

遺構を囲むスロープの壁には、復興への歩みを
紹介したパネル展示も。子どもから大人まで、一丸
となって復興に取り組む町民の様子を伝える。

1階は執務室、2階は休憩室として使われていた。
鉄筋コンクリートの建物が津波で倒壊・転倒した
事例は世界的に珍しい。

旧交番の屋根部分。紋章が付
いていた形跡も。（2020年4
月27日撮影）

女川町の最大津波高は14.8ｍ。引き
抜かれた土の杭からも、津波の力の
大きさがわかる。見守り保存のため、自
然に生えてきた草木も手を加えない。

この地域で震災前の地面が残るのはここだけ。
かつての暮らしに想いを馳せられる場所でも
ある。（2020年4月27日撮影）

悲
し
み
の
記
憶
と
思
い
出
が
残
る
場
所
で 

“
私
が
今
で
き
る
こ
と
”に
目
を
向
け
る

石
巻
市
の
震
災
遺
構
で
あ
る
門
脇
小
学
校
と
と

も
に
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る

「
石
巻
市
震
災
遺
構
大
川
小
学
校
」。
犠
牲
者
の
慰

霊
・
追
悼
の
場
で
あ
り
、
か
つ
て
こ
こ
に
あ
っ
た

町
並
と
人
々
の
営
み
や
賑
わ
い
に
思
い
を
寄
せ
な

が
ら
、
防
災
意
識
や
生
き
る
こ
と
、
命
に
つ
い
て

考
え
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

津
波
が
も
た
ら
し
た
様
々
な
被
害
の
痕
跡
が
残

る
校
舎
は
、
柵
外
か
ら
の
見
学
が
可
能
で
す
。
ま

た
隣
接
す
る
「
大
川
震
災
伝
承
館
」
で
は
、
か
つ

て
の
地
域
行
事
や
ふ
る
さ
と
の
記
憶
を
描
い
た
美

し
い
風
景
画
や
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
思
い
出

の
品
な
ど
を
展
示
。
地
域
の
人
々
の
声
や
津
波
被

害
を
め
ぐ
る
裁
判
の
記
録
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

多目的スペースも設けられた「大川震災伝承館」。
丁寧に聞き取った住民の声も更新型の展示として発信し続けている。

施設❷

東日本大震災遺構 旧女川交番
□津波被害を知る □証言を聞く □避難を考える □復興を感じる □まちを感じる

屋
根
を
付
け
た
り
補
強
し

た
り
せ
ず
、自
然
な
状
態

で
保
存
す
る
方
法
を
選
ん

だ
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

現
地
で
感
じ
た
こ
と
を
書

き
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問答

津
波
被
害
の
様
子
を
掲
示
し

た
解
説
パ
ネ
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
見
て
、ど
ん
な
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
か
？ 

そ
の
思
い
を
書

き
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問答

必
要
以
上
の
整
備
は
せ
ず
、あ
え
て 

「
当
時
の
ま
ま
」を
遺
す
意
味

ま
ち
の
メ
イ
ン
通
り
だ
っ
た
国
道
３
９

８
号
線
沿
い
で
、
町
民
の
安
全
を
支
え
て

い
た
女
川
交
番
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
て
だ
っ
た
建
物
は
、
東
日
本
大
震

災
の
津
波
で
海
中
に
沈
み
、
引
き
波
に
よ

っ
て
基
礎
部
分
の
杭
が
抜
か
れ
横
倒
し
に

な
っ
た
と
考
え
ら
て
い
れ
ま
す
。
建
物
を

遺
す
に
あ
た
り
女
川
町
が
選
ん
だ
の
は
、

震
災
で
破
壊
さ
れ
た
も
の
が
年
月
を
経
て

ど
う
変
化
す
る
か
を
見
届
け
る
「
見
守
り

保
存
」
で
し
た
。
復
興
に
伴
い
周
囲
は
か

さ
上
げ
さ
れ
ま
し
た
が
、
ス
ロ
ー
プ
に
囲

ま
れ
た
建
物
は
地
面
も
含
め
て
当
時
の
ま

ま
。
が
れ
き
も
流
れ
着
い
た
状
態
で
残
さ

れ
、
津
波
の
威
力
を
リ
ア
ル
に
伝
え
ま
す
。

宮城県石巻市釜谷字韮島94
0225-24-6315 震災遺構大川小学校
9:00〜17:00 なし〈大川震災伝承館は
毎週水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年
始、※特別閉館日あり〉 入館料無料
https://www.ishinomakiikou.net/okawa/

（大川震災伝承館についてもこちら）
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宮城県

岩手県

N

S

EW

気仙沼三陸エリア

仙台・松島エリア

県南エリア

石巻エリア
東
北
自
動
車
道

三
陸
自
動
車
道

Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線

仙台駅

名取駅

亘理駅

山下駅

坂元駅

仙台国際空港

松島海岸駅
野蒜駅

石巻駅
女川駅

気仙沼駅 南気仙沼駅

陸前階上駅

志津川駅

柳津駅

歌津駅

東塩釜駅
本塩釜駅

多賀城駅

荒井駅

石巻市震災遺構門脇小学校

伝承交流施設
MEET門脇

みやぎ東日本大震災津波伝承館

岩沼市千年希望の丘交流センター

山元町震災遺構中浜小学校

山元町防災拠点
山下地域交流センタ

気仙沼市復興祈念公園

リアス・アーク美術館

南三陸311メモリアル

名取市震災復興伝承館
名取市震災メモリアル公園
ゆりあげ港朝市／メイプル館

塩竈市津波防災センター

塩釜水産物仲卸市場塩竈市東日本大震災
モニュメント あおみな

KIBOTCHA /
キボッチャ

きてみてで紹介した施設のほか、
特集・あしたのクリエイティブで紹介した場所も
記載しています。マップ

雄勝硯―雄勝硯伝統産業会館

サンドアート―奥松島クラブハウス
東松島市震災復興伝承館

震災遺構仙台市立荒浜小学校

せんだい3.11メモリアル交流館

鹿子躍―行山流水戸辺鹿子躍

アイリスフーズ

Woods & People MARUMORI

震災遺構 大川小学校

気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館
 (旧気仙沼向洋高校)

東日本大震災遺構
旧女川交番

仙
台
国
際
空
港

飛
行
機

自
動
車

公
共
交
通
機
関

仙台空港
アクセス線
約25分

東
京
駅

仙
台
駅

女
川
駅

東北新幹線
約90分

ＪＲ仙石線・
仙石東北ライン
仙台駅～石巻駅
（約60分）

【石巻駅】
ＪＲ石巻線

石巻駅～女川駅
（約30分）

東
京

女
川約4～５時間

今号で紹介した仙台エリアの
伝承施設までのアクセス

 

10km

宮城県震災復興本部（事務局：復興支援・伝承課）
〒980-8570宮城県仙台市青葉区本町三丁目8番1号  TEL：022-211-2443

Baton 発行元
むすび丸

X（旧twitter） InstagramFacebook

宮城の復興の「いま」を
SNSでお伝えしています！

皆さまからの投稿も
お待ちしております！

いま 信！まを発信！

復復興
み ぎみや

まを発信！

復興
みや LINE

ホテル・エルファロ MASH PARK ONAGAWA

パステルカラーの国産トレーラーハウスが並
ぶホテル。街 サイクリング、バーベキュー、焚
き火なども楽しめる、くつろぎ空間と大自然とが
つながる「アウト アリビング」がコンセプトの
ホテルです。

宮城県牡鹿郡女川町女川2丁目1番地
の2 0225-98-8703 なし https://hotel-
elfaro.com/

「子どもたちに最高の笑顔を届けたい。」という
思 のもと、マッシュグループが手がけた公園。
海の生き物をモチーフにした色彩豊かなアート
が彩る創造性育む夢いっぱいの遊び場です。

宮城県牡鹿郡女川町海岸通り2番地
4時間 なし https://mashgroup.jp/

mashparkproject/mp_onagawa.html

道の駅おながわ

新鮮な海の幸を味わえる市場や、地域の特産
品が並ぶ直売所など、魅力が満載の複合施設
です。地元市場ハマテラス内のトイレや授乳ス
ペース、情報コーナーは24時間利用可能です。

宮城県牡鹿郡女川町女川2丁目66
番地 0225-24-8118 各施設によって
異なる 各施設によって異なる https://
onagawa-mirai.jp/
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